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要 旨
本研究は，客観的な体幹回旋関節可動域測定方法を考案し，その妥当性について検討した．検者は，臨床経






度との関係において，被験者 ， ， の順に左体幹回旋はそれぞれ ， ， ，右体幹回旋はそ
れぞれ ， ， の正の相関を認めた（ ）．レーザー体幹回旋角度の測定時間は，被験者 ，










































































ト（ ）にマーキングする， ．測定終了後（ ）
平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻
表 研究対象者属性

























係を示し，被験者 ， ， の順に左体幹回旋はそ
れぞれ ， ， ，右体幹回旋はそれぞ
れ ， ， を認めた（ ）．

































































）濱窪 隆，明 禎輝・他 体幹回旋可動域測定
における測定誤差の検討 検者内・検者間測定
信頼性について ．理学療法科学 （ ）
， ．
）





性．理・作・療法 （ ） ， ．
平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻
